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あらまし 近年の電子化プレゼンテーションの普及により，講義や会議などの多くの場で電子的なプレゼンテーション

スライドが利用され，蓄積されてきた．蓄積されたスライドデータは膨大かつ重要な情報資源となりつつあり，その

高い利活用性が求められている．その有用なアプローチの一つとして，人間の理解を促すための視覚的な構造情報を

利用することがあげられる．しかしながら，そのような構造情報は，スライド情報において明確に定義されていない

ため，計算機で直接的に扱うことができない．そこで，本研究では計算機が構造情報を扱えるようにするために，ス

ライド情報を機能的な纏まりに組織化し，それら纏まりを構造化することを目的とする．提案手法ではスライド情報

に含まれる不正確なオブジェクト配置や多彩なレイアウト構造に対して，スライド上のオブジェクトを距離的関係情

報と機能的関係情報を用いた組織化と，視覚的情報と属性情報によりトップダウン的に木構造へ組み上げる構造化を

行う．評価では，人手で作成した正解データをもとに標準的な構造化手法と比較し，提案手法の有効性を確認した．
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Abstract The widespread uses of electronic presentation are promoting the uses of slides in presentation in nu-

merous scenarios, such as lectures and meetings. In recent years, the accumulate data stored in a slide is increasing

as one of the most important information resource. Therefore, it is necessary to develop a practical usage method

for the reutilization of the data on the slides. One of the useful approaches could be the visual structure information

within a slide, because the visual structure information is one of the most valuable, easy to understand method for

human beings. However, since the visual structure information is not defined explicitly in the slide data itself, it

is difficult for computers to comprehend the structure information directly. In this paper, we propose a method

of organazing and structuring to extract the structure information from within the information of the slides. The

proposed method is composed of two steps, organizing primitive objects within the slide of the units as an attribute

by both of object information with position and one with an attribute, and structuring the units as a hierarchy tree

based on a top-down approach by visual information and attribute information. Our experiment result shows that

the proposed method can extract the structure information from the slide information.
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1. は じ め に

本論文ではプレゼンテーションで使用されたスライドの利活

用性を高めるために，スライドに含まれる情報を自動的に構造

化する手法について述べる．

近年の電子化プレゼンテーションの普及により，講義や会議

などの多くの場において電子的なプレゼンテーションスライド

が利用されるようになった．利用されたスライドは遠隔講義資

料やWebコンテンツとして逐次的に蓄積され，その結果とし

てスライドデータは膨大かつ重要な情報資源となりつつある．

そのようなスライド情報に対して，情報アクセスやデータ加工

を容易にする高い利活用性が求められている．

現在のスライドデータはそのまま保存され，その中のテキス

トに含まれる単純なキーワードによって検索されることが一般

的であり，レイアウトや視覚的情報などの人が見て理解しやす

くなるための有意な構造情報を排した管理がなされている．こ

のような構造情報を保持したデータ管理が行えれば，より高度

な情報処理が可能になるが，構造情報は明確に定義されていな

いため計算機で直接的に扱うことができない．また，人手によ

り構造情報を付与することは膨大なコストがかかるため，計算

機による自動的な構造情報の抽出が望まれている．

これまでドキュメントの利活用性を高めるために，様々な対

象をもとにした構造化手法が研究されてきた．従来研究の多く

は，Web ページの HTML タグ [1], [8], [9]，枠罫線を持つ帳簿

票 [2], [5], [7]，および社報 [6]など比較的整った文書形式を対象

として，有効な成果が得られてきた．しかしながら，スライド

情報を対象とした場合には，不正確に配置された構成要素や多

様なレイアウト構造が含まれるため，従来手法をそのまま適用

し構造化することが困難である．

そこで，本研究では計算機がスライドに含まれる構造情報を

扱えるようにするために，スライド情報を対象とした構造化手

法を提案する．提案手法は，まずスライド情報を機能的な纏ま

りに組織化し，次にそれら纏まりを構造化することを目的とす

る．スライド情報に対し情報の纏まりやそれらの関係性がメタ

データとして新たに付与されることで，計算機が一度にアクセ

スするべき情報領域やその情報に付随する関連情報を扱うこと

ができ，その結果として情報検索やオーサリングツールなどへ

の高度なスライド情報処理が実現可能となる．

2. アプローチ

2. 1 スライド情報とその構造

スライドに含まれる情報は，‘テキスト’，‘写真’，‘グラフ’お

よび ‘基本図形’などのプリミティブなオブジェクトから構成さ

れ，それらオブジェクトが，‘タイトル’，‘本文’，‘図’，‘表’ お

よび ‘装飾’といったスライド情報を伝えるための機能的な纏ま

り（ユニット）を成している．図 1の例では，(A), (C) および

(F) は，すべてテキストタイプのプリミティブなオブジェクト

であるが，それぞれ ‘タイトル’，‘本文’，および ‘図’と異なる

(E)

(A)

(B)

(C)
(D)

(F)

図 1 スライドに含まれる情報がもつ構造の例

(点線に囲まれたオブジェクトはユニットの階層関係を表現している．)

属性をもったユニット（注1）として認識することができる．その

際，(F)は (E)などの複数のオブジェクトとともに，1つの図

属性をもつユニットを成している．そのように，たとえ同じタ

イプのオブジェクトであっても，それぞれが異なる属性であっ

たり，複数のオブジェクトが纏まりを成すことで属性を持つこ

とができたりすることがある．

スライド情報の構造は，そのようなユニットに対し，レイア

ウトや装飾などの視覚的情報を手掛かりとして関係付けられ

ることで，階層的な木構造として表現することができる．図 1

の例において，(A)がタイトル属性のユニットとして認識でき

た場合にはタイトルがスライド全体の内容を表現しているた

め，そのユニットをルートオブジェクトとして割り当てること

ができる．また，(B)と (C)は字下げによって，親子ノードと

して関係付けることができ，(C)と (D)は同レベルの箇条書き

項目のため，兄弟ノードとして関係付けることができる．さら

に，囲み線（領域）にいくつかのユニットが内包されていた場

合には，それらユニットの集合を部分木として表現することが

できる．

2. 2 構 造 化

前節で述べたように，スライドに含まれる情報の構造はプリ

ミティブなオブジェクトに対し，以下の処理手続きを行うこと

で，獲得することができる．

• Step 1: プリミティブなオブジェクトを機能的な纏まり

とするユニットに組織化する．

• Step 2: ユニットを階層木として構造化する．

Step 1の処理では，[4]と同様にオブジェクト間の距離の近さ

や重複といったオブジェクトの距離的な関係情報を利用するこ

とができる．しかしながら，それらオブジェクトはスライド作

成者が作成する際に，マウス操作などで自由配置されているた

め，不適切な重複や位置のずれが生じることもあり，このよう

な場合には距離的な関係情報だけで適切なグループへ割り当る

ことが難しい．このような問題に対し，組織化する際にはオブ

ジェクトの距離的な関係情報だけでなく，機能的な関係情報も

利用することができる．例えば，テキストタイプのオブジェク

トと基本図形タイプのオブジェクトが重複している場合には，

（注1）：本論文の ‘ユニット’ は，1 つ或いは複数のオブジェクトから構成された

属性を持つことができる構成単位のことを意味する．
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そのテキストタイプのオブジェクトが箇条書き項目の 1 つと

する機能的な関係があるなら，そのオブジェクトを本文属性と

するユニットととして適切に割り当てることができる可能性が

ある．

Step 2 の処理では，一般的なドキュメント構造化手法とし

て，レイアウトテンプレート照合による方法と視覚的な情報に

含まれる規則性に基づいた方法がある．前者はスライドの多様

なレイアウトテンプレートを網羅的に準備する必要性から現実

的に採用することが難しい．そのため，本研究では後者の視覚

的な情報に含まれる規則性に基づいた方法を採る．しかしなが

ら，ユニットを関係付ける規則性を検出するためには，レイア

ウトや囲みなどの視覚的な情報を手掛かりとして用いることが

有効であるものの，その情報を利用するだけでは不十分である．

例えば，図属性をもつユニットがスライドの大領域を占めてい

た場合，多くのオブジェクトを 1枚のスライドへ詰め込むため

に，視覚的なレイアウトの規則性が損なわれるかもしれない．

そのような問題を補うための 1つの方法として，ユニットの属

性情報を利用することがあげられる．予めレイアウトの規則性

に沿わないオブジェクトの属性やその並びを考慮することで，

視覚的な情報が持つ規則性を保持できる可能性がある．

3. 提 案 手 法

本節では，スライド情報を構造化するための提案手法につい

て述べる．提案手法は，1枚のスライドに含まれるプリミティ

ブなオブジェクトに対する，以下の処理手続きから構成される．

(1) 機能的関係を考慮したスライド情報の組織化

(2) トップダウン的アプローチに基づいた構造化

3. 1 機能的関係を考慮したスライド情報の組織化

スライドに含まれるオブジェクトを組織化するために，まず

機能的な関係により各オブジェクトの属性を決定し，次に距離

的な関係によりオブジェクトのユニットを検出する．また，属

性の決定では，より明確であるオブジェクトから順に行ってい

くとともに，それと機能的な関係があるオブジェクトの属性決

定にも影響を与えていく．

その処理手順を以下に示す．

1)オブジェクトの属性ごとに得点を付ける．

各属性の尤もらしさを評価項目とした表 1の得点表を用いて，

各オブジェクトの属性ごとに得点を付ける．その際，他のオブ

ジェクトと関係し，評価される項目 (表 1の下線項目)では，属

性ごとにその関係オブジェクトを機能的関係としてリスト化を

行う．

図 2の例では，Object(a)の属性 [タイトル，本文，図，表]

に対して，[5, 2, 0, 0]と得点付けされる．また，Object(d)の

本文属性および図属性の機能的関係リストには，Object (c), お

よび (e)と (f)が含まれる．

2)オブジェクトの属性を特定する．

オブジェクトの属性を特定するために，最も属性が特定しや

すいオブジェクトの属性を決定していく．その際，そのオブジェ

クトの属性と機能的関係をもつオブジェクトの属性の得点に対

text-type object [5, 2, 0, 0]

text-type object [3, 5, 0, 0]

text-type object [3, 4, 0, 0]

text-type object [2, 3, 3, 0]

text-type object [2, 4, 0, 0]

text-type object [2, 4, 0, 0]

picture-type object [0, 0, 5, 0]

text-type object [2, 2, 3, 0]

(a)

(h)

(g)

(f)

(e)

(d)

(c)

(b)

図 2 各属性を得点付けするスライドの例
(”[]”に含まれる数字は，それぞれタイトル，本文，図，および表の属性得点を示

している．)

しても変更を行う．

その処理手順を以下，2.1から 2.3に示す．

2.1) 属性が未決定であるオブジェクトの中から最も属性が特

定しやすい属性をもつオブジェクトを選出する．

まず，属性が未決定な各オブジェクトに対し，4つの属性得点

から最高得点のもつ属性を候補属性 (attri cand)として設定す

る．そして，種類が異なる候補属性をもつオブジェクト間でも

属性が特定しやすさを比較できるように，式 (1)と (2)を用い

て，オブジェクトごとに候補属性の尤もらしい程度 (Li Attri)

を算出する．

Ev(attri) =


Attri V al(attri)

(if attri cand == attri)

MaxScore(attri) − Attri V al(attri)

(otherwise)

(1)

Li Attri = Ev(‘title′) ∗ Ev(‘body−text′)

∗Ev(‘figure′) ∗ Ev(‘table′). (2)

ここで，attri，Attri V al(attri)，およびMaxScore(attri)は，

ある属性名，その属性に付けられた得点，およびその属性の

最大得点（注2）を示している．図 2の例では，Object(b)，(g)お

よび (e) の候補属性の尤もらしい程度は，375，300，および

15625 が算出され，その結果，object(e) が他の二つの object

よりも属性が特定しやすいといえる．

最後に，属性の尤もらしい程度が最大であるオブジェクトを

選出し，その候補属性を属性として決定する．その際に，尤度

の値が最大となるオブジェクトが複数あった場合には，そのな

かで最も左上位置にあるオブジェクトを選択し，その属性を決

定する．

2.2) 機能的関係があるオブジェクトの属性決定へ影響を与

える．

2.1)において，あるオブジェクトの属性が決定されたが，そ

れ以外の属性に対して機能的関係にあるオブジェクトはそのオ

ブジェクトと無関係であるため，その関係を解消するように属

（注2）：表 1 の得点表においてはすべての最大得点が 5 である．
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表 1 属性の尤もらしさに基づいた得点項目

タイトル属性のための評価項目 本文属性のための評価項目

・フォントの大きさ > Threshold(fontsize1) +1 ・箇条書きシンボル有 +1

・トップからの距離 > Threshold(y axis position) +1 ・同じ左位置で同じフォントのテキストタイプのオブジェク

・スライド上のオブジェクトの最上位に位置する +1 トがある +1

・スライドに含まれる中で最大のフォントサイズ +1 ・左上/右下の位置にテキストタイプのオブジェクトがある +1

・文字数 > Threshold(number of characters) +1 ・フォントサイズ > Threshold(fontsize2) +1

・文字数 > Threshold(number of characters) +1

図属性のための評価項目 表属性のための評価項目

・グラフ/図タイプのオブジェクト 5 ・表に含まれるセルの半数以上にデータが含まれている 5

・完全にグラフ/図タイプのオブジェクトに重複している 4 ・表に含まれるセルの半数以下にデータが含まれている 4

・部分的にグラフ/図タイプのオブジェクトに重複している 4 ・完全に表のセル領域に重複している 4

・間接的に図表タイプのオブジェクトと重複する 3 ・部分的に表のセル領域に重複している 3

・グラフ/図の重複したグループの中でトップ/ボトムに位置 ・間接的に表のセル領域と重複している 3

するテキストタイプのオブジェクト -1

・テキストを含まない基本図形 4

・文字数 < Threshold(number of characters) +1

Threshold(fontsize1) および Threshold(fontsize2) はそれぞれ文字サイズのパラメータを，Threshold(Y axis position) および Threshold

(number of characters) は上からの位置と文字数のパラメータを示しており，さらに下線部は他のオブジェクトとの関係によって評価される項目を表している．

性得点を改める必要がある．その手順としては，2.1)で各オブ

ジェクトの属性ごとに作成した機能的関係リストを利用して，

以下の規則に基づき他のオブジェクトの属性得点を変更する．

– 属性決定されたオブジェクトがタイトル属性とされたな

ら，属性未決定のオブジェクトのタイトル属性の得点を 0に改

定し，そのオブジェクトのタイトル属性以外の機能的関係リス

トに含まれるオブジェクトの属性得点を 1減点する．

– 属性決定されたオブジェクトがタイトル以外の属性とさ

れたなら，そのオブジェクトの決定属性以外の機能的関係リス

トに含まれるオブジェクトの属性得点を 1減点する．

図 2の例において，オブジェクト (d)が最初にタイトル属性

として決定された場合，すべてオブジェクトのタイトル属性の

得点は 0に設定される．また，オブジェクト (d)が本文属性と

して決定された場合，オブジェクト (d)の図属性の関連リスト

に含まれている属性未決定オブジェクト (e)と (f)の図属性は

2および 1に再設定される．

2.3) すべてのオブジェクトの属性が決定されるまで，2.1)と

2.2)の処理を繰り返す．

3)距離関係情報に基づきオブジェクトを組織化する．

すべてのオブジェクトの属性が特定された後，図/表属性とす

るオブジェクトは図/表属性の機能的関係リストに含まれ，図/

表属性を持つオブジェクトと纏められ，それを 1つのユニット

とする．

4)装飾属性をオブジェクトに割り当てる．

すべてのオブジェクトの属性を特定した後，以下の 2種類の

オブジェクトに対し，装飾属性へ変更する．

• 本文属性のオブジェクトを内包する基本図形タイプのオ

ブジェクト

• 単体で図属性をもつ矢印タイプのオブジェクト

3. 2 トップダウン的アプローチに基づいた構造化

スライドに含まれる視覚的な構造の規則性を検出することで，

ユニットを木構造として構造化する．本研究では，トップダウ

ン的な領域分割によって構造化を行う．つまり，ユニットが含

まれるブロック領域を段階的に分割し，その結果として各分割

段階の前後のブロックで親子ノード関係とする構造を得ること

ができる．

本構造化の手順を以下に示す．

0)前処理

ユニット間の重複する領域は視覚的レイアウトの規則性の検

出を阻害するため，まずユニット間の境界を以下の規則に従っ

て，生成する．

• 本文属性と図/表属性のユニットの領域が重複していた場

合，図表属性のユニット領域を重複がなくなるまで縦横に削る．

• 本文属性のユニット間の領域が重複していた場合，各ユ

ニットの領域を中間位置まで削る．

1)初期設定

初期ブロックとルートノードをタイトル属性のユニットに基

づき設定する．タイトル属性のユニットが含まれいる場合に

は，そのユニットをルートノードに割り当て，初期ブロックを

タイトル属性のユニット以下に位置するすべてのユニットを含

む領域とする．タイトル属性のユニットが含まれない場合には，

ルートノードにユニットを割り当てず，初期ブロックをユニッ

ト全体が含まれる領域とする．

2)縦方向へのブロック分割

ブロックを縦断する空領域が含まれている場合には，ぞれぞ

れの空領域によってそのブロックを分割する．ブロックに空領

域が含まれていない場合には，この処理を実行しない．

3)横方向へのブロック分割

横方向へのブロック分割は，以下の 3つの段階からなり，順
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block (b)block  (a)

block (d)block (c) 

unit with a body-text attribute

unit with a body-text attribute

unit with a figure/table attribute unit with a figure/table attribute

unit with a figure/table attribute

unit with a figure/table attribute

unit with a figure/table attribute

unit with a body-text attribute

unit with a body-text attribute

unit with a body-text attribute

unit with a body-text attribute

unit with a body-text attribute

unit with a body-text attribute

図 3 ブロックに含まれるユニットの属性の並びとその分割点の例

に適用される．

• 横断する空領域による分割

• 属性系列による分割

• 箇条書き項目による分割

横断する空領域による分割 ブロックに横断するある程度幅の

ある空領域が検出された場合には，それぞれの領域で分割し，

次の処理 4)へ進む．

属性系列による分割 ブロックに含まれるユニットの属性の並

びを調べ，その属性列が本文属性と図表属性との関係が以下の

(i)，(ii) のヒューリスティックな規則に適合した場合には，各

分割規則を適用し，次の処理 4)へ進む．

(i) ブロックの最上位置にあるユニットの属性が本文属性で

あり，そのユニット位置より左となる図属性のユニットがブロッ

クに含まれている場合には，そのブロックをその図属性の上位

置で 2 つに分割する．ただし，最上位置にある本文属性のユ

ニットが箇条書き項目の 1つであり，その図属性が箇条書き項

目の間に位置する場合は適用しない．

(ii) ブロックの最上位置にあるユニットの属性が図表属性で

ある場合には，そのブロックをそのユニットの下位置で 2つに

分割する．

図 3の例において，規則 (i)により，block(a)は 2つに分割

されるが，block(b)と (d)は分割されない．また，規則 (ii)に

より，block(c)は分割される．

箇条書き項目による分割 ブロックの最上位置のユニットが本

文属性の箇条書き項目である場合には，そのブロックを各箇条

書き項目の上位置で分割し，次の処理 4)へ進む．

以上において，どの横方向へのブロック分割処理が適用さ

れなかった場合には，ブロックの最上位置にある本文属性のユ

ニットと，それ以下のユニットとの 2つのブロックへ分割する．

4)すべてのブロックが高々1つのユニットが含まれるようにな

るまで，2)と 3)の分割処理を繰り返す．

4. システムの概要

提案手法の一連の処理を実現するためのシステムを Mi-

crosoft Visual Studio C#によって開発した．開発システムは，

Microsoft PowerPoint形式のスライドファイルを入力として，

「前処理」，「組織化」および「構造化」の一連の手続きを行った

後，プリミティブなオブジェクトの情報に対しメタデータとし

て機能的な纏まりの情報とそれらの構造情報を付与した XML

形式のデータファイルを出力する．

前処理では独自に開発したフィルタプログラムにより，スラ

イドファイルからプリミティブなオブジェクトを，位置, 色, テ

キストのフォントとサイズなどの物性情報とともに抽出するこ

とを行う．さらに，テキストタイプのオブジェクトに対しては，

箇条書き項目や複数行に渡る一文の判定を行った．箇条書き項

目判定では，テキストの先頭（左側）付近に小領域の基本図形

がある場合，その図形を箇条書きシンボルと見なし，そのテキ

ストとともに箇条書き項目とした．複数行に渡る一文判定では

現在のシステムが日本語に対応としているため，上下位置に隣

接するとともにフォントとそのサイズが同じテキストに対し，

係り受け関係を用いた一文判定手法を適用している．

5. 評 価 実 験

5. 1 方法と準備

提案手法の有効性を確認するために，以下の 2点について検

証することを目的とする．

• 距離的関係情報だけでなく，機能的関係情報も利用する

ことで，スライドに含まれるプリミティブなオブジェクトを効

果的に組織化できるかどうか．

• 視覚的情報と属性情報を利用することで，トップダウン

的アプローチにもとづきユニットが構造化できるかどうか．

組織化と構造化では，以下の式で表されるPrecision，Recall，

および F −measureによって，提案手法と標準的な手法との比

較実験を行った．本実験で用いた標準的な手法は，提案手法の

距離的関係情報だけを用いた組織化を行う．具体的には，フォ

ントサイズが最大のテキストタイプのオブジェクトをタイトル

属性とし，図タイプのオブジェクトとある程度の距離範囲内が

あるオブジェクトを図属性のユニットとして組織化を行う．ま

た，オブジェクトの属性決定が機能的関係するオブジェクトへ

相互的に影響を与える提案手法の機能（3.1節の手順 2.2)）の

有効性も確認するために，その機能の有無についても比較した．

Recall =
Matched CorrectData

Total CorrectData
(3)

Precision =
Matched CorrectData

Total DetectedData
(4)

F − measure =
2 ∗ Recall ∗ Precision

Recall + Precision
(5)

ここで，Matched CorrectData，Total CorrectData，およ

び Total DetectedData は，正解データに適合した数，正解

データの総数，および検出されたデータの総数を示す．

実験データは，Web上から自動収集された日本語で書かれた

平均 25.1ページの 10組のスライドを収集し，用いた．その正

解データは，独自に開発した編集用ツールによって人手で纏ま

りとその属性，およびそれらの構造情報を付与することによっ

て，作成された．

— 5 —



表 2 組織化処理における属性ごとの精度

属性名 （オブジェクト数） タイトル (246) 本文 (893) 図 (199) 表 (9) 装飾 (228)

提案手法 Recall 0.98 0.87 0.80 1.00 0.89

Precision 0.99 0.84 0.74 1.00 0.91

F-measure 0.99 0.85 0.77 1.00 0.90

提案手法 Recall 0.98 0.85 0.75 1.00 0.87

（Func Rel を利用しない場合） Precision 0.99 0.85 0.69 1.00 0.81

F-measure 0.99 0.85 0.72 1.00 0.84

標準的な方法 Recall 0.87 0.73 0.51 1.00 0.85

Precision 0.99 0.84 0.53 0.90 0.91

F-measure 0.93 0.78 0.52 0.95 0.88

Func Rel はオブジェクト同士の機能的な関係情報を表している．

表 3 構造化処理における各スライドの正解率ごとのスライド数の割合

各スライドの正解率の範囲 1.00 0.99-0.80 0.79-0.60 0.59-0.00 N/A

提案手法 0.68 0.02 0.10 0.16 0.04

提案手法（Func Rel を利用しない場合） 0.62 0.03 0.10 0.21 0.04

標準的な手法 0.53 0.03 0.05 0.35 0.04

5. 2 結果と考察

組織化および構造化の実験結果を，それぞれ表 2 と表 3 に

示す．

表 2が示すように，提案手法は他の手法よりも，すべての属

性において高い精度で組織化できることがわかった．特に図属

性の検出に関しては他の属性に比べ，提案手法が良好な結果が

得られていた．このことは，機能的関係情報を用いた提案手法

が距離的な関係情報だけで対処できないオブジェクト間の不適

切な重複に対しても，ある程度適切に組織化できるといえる．

表 3は構造化処理を行った結果をもとに，各スライドに含ま

れるユニットの関係がどの程度の割合で正確に抽出できていた

かを示している．その結果として，提案手法が完全に構造化で

きたスライド数の割合が 0.68，80％以上の正確さで構造化さ

れたスライド数の割合が 0.70 であり，それに対して標準的な

手法が 80％以上の正確さで構造化できたスライド数の割合が

0.56であった．そのため，提案手法が正確に属性を特定できる

ことに加え，それらのデータをより良く構造化することができ

るといえる．

最後に，我々は実験で得られた提案手法の結果に含まれるエ

ラーの原因を実際に確認した．その問題の 1 つとして，オブ

ジェクト間の関係を視覚的なレイアウトでなく，テキストの記

述内容で定義されている場合があげられる．この問題に対処す

るためには視覚的な構造情報だけでなく，テキストの内容分析

も考慮した構造化が必要となる．

6. さ い ご に

本論文では，膨大かつ重要な情報資源となりつつあるスライ

ドデータの利活用性を高める技術として，スライドに含まれる

情報を自動的に構造化する手法について述べた．提案手法では，

スライドに含まれる不正確なオブジェクト配置や多彩なレイア

ウト構造に対して，オブジェクトの距離的関係情報と機能的関

係情報をもとにスライドに含まれるプリミティブなオブジェク

トを機能的な纏まりに組織化し，それら纏まりを視覚的情報と

属性情報にもとづきトップダウン的に木構造として構造化する

ことを行った．評価では，人手で作成した正解データをもとに

標準的な構造化手法と比較し，提案手法の有効性を確認した．

今後の課題としては，視覚的な情報だけでなく，テキストの

内容を考慮することで提案するスライド情報の構造化手法を改

善していくことがあげられる．また，提案手法により抽出され

た構造情報をスライドデータのメタデータとして付与させるこ

とで，スライドデータの検索，閲覧，および編集などを支援す

る応用アプリケーションや，スライド情報を分析する手法 [3]

を開発していきたい．
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